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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ

2030年度経営目標
1兆2,000億円

売上収益

1,000億円
営業利益

8％
営業利益率

10％
ROE

● 社会的価値と経済的価値を
　両立させる分野に注力
（事業ポートフォリオの組み換え）

基本方針

● 重点事業・地域・顧客での成長に向けた構造改革
　（セーフティシステム・内外装・材料事業、北米・インド・中国の現地カーメーカーへの拡販）
● グローバル成長を加速する戦略的アライアンス、開発・知財の戦略的強化
● 人と組織が有機的に結合した高分子型組織による経営革新

重点施策

高分子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社高分子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社

高分子材料の
新規事業化による

脱炭素

内外装部品を
土台とした

快適

セーフティ
システムを軸とした

安心・安全

提供価値

目指す姿

　

 「2030事業計画」は、「⾼分⼦の可能性を追求し、より良
い移動と暮らしを未来につなぐ会社」を⽬指す姿として
掲げており、ゴムや樹脂といった⾼分⼦技術を⽤いた事

業領域を拡⼤し、当社の強みをさらに⾼めていくことを⽬
指します。⾼分⼦技術に根差した部品の製造は当社の祖
業であると同時に、前⾝である豊⽥⾃動織機のゴム研究
部⾨から引き継いだ事業でもあることから、当社の強み・
利益の源泉として捉え、さらにその豊富な知⾒と⾼度な

技術⼒を維持・発展させながら新たな領域へと事業を広
げていくことに強いこだわりをもっています。具体的な成
⻑分野として取り組むのは、①安⼼・安全、②快適、③脱
炭素で、これら社会的価値と経済的価値を両⽴させる分
野に注⼒することで、持続可能な事業の発展を⽬指しま
す。当社の存在価値を向上させながら経済価値を⾼め、売
上収益1兆2,000億円、営業利益1,000億円、営業利益率
8％、ROE10％の達成を⽬指します。これらの⽬標達成の
ため、重点事業（セーフティシステム、内外装）・地域および
顧客対応に関する構造改⾰を⾏い、グローバル成⻑を加
速する戦略的アライアンス、開発・知財の戦略的強化にも
取り組みます。同時に促進するのが、⼈と組織の活性化で
す。⼈と⼈、部⾨と部⾨が緊密に連携し、⾼い創造性や⽣
産性を発揮する「⾼分⼦型組織」へと進化することで、⾃
在に形を変えながら環境の変化に対応し、新しい価値を
創出することが可能となります。

　当社では、2030年にはCASEと脱炭素の進展によりモビ
リティが変化し、人とクルマの関わり方も大きく変化すると
予測しています。まず1つめの変化が、「資源循環の加速」。
ELV（使用済み自動車）の最終処分を含めた大きな循環を、
社会システムとしてつくりあげていくイメージをもっていま
す。次に「クリーンエネルギーの普及」。エネルギーミックス
が急速に変わっていく中で、モビリティにおいても燃費を含
めたエネルギー効率向上が求められるはずです。また、環
境以外の側面では「移動空間からくつろぎ空間へ」という変
化が起きると考えています。モビリティを単なる移動手段と
捉えるのではなく、その中でリラックスする、あるいはエン
ターテインメントを楽しむなどの価値提供が必要なものと
捉える傾向が加速するでしょう。最後が「新モビリティと人
の共存」です。いろいろなモビリティの形が生まれる中で、
クルマとクルマのコミュニケーションや、歩行者とクルマの
コミュニケーションのための機能が求められると考えてい
ます。今後、自動車業界をはじめとするさまざまな企業が未
来のモビリティ社会普及に取り組み、クルマづくりが変わっ
ていく中で、当社もまた製品のあり方を見直しながら、新し
いクルマづくりを支えていきます。

COO 代表取締役副社長 安田 洋

2030事業計画を遂⾏し
豊⽥合成の持続的成⻑の
道筋をつけていきます。

COO MESSAGE

豊田合成の成長戦略

新・中期経営計画　2030事業計画
2023年8⽉、当社はモビリティ社会の変化に対応した社会的価値の提供を通じて、将来にわたる持続的な事業成⻑を実

現するための中⻑期経営計画として、「2030事業計画」を策定しました。 ⽬指す姿に「⾼分⼦の可能性を追求し、より良い移

動と暮らしを未来につなぐ会社」を掲げ、セーフティシステムを軸とした 「安⼼・安全」､内外装部品を⼟台とした「快適」､⾼

分⼦材料の新規事業化による「脱炭素」を社会にお届けしていきます。

2030年に想定されるモビリティ社会：CASE・脱炭素の進展
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資源循環の加速 クリーンエネルギーの普及

未来の
モビリティ社会

安心・安全安心・安全

快適

脱炭素

新モビリティと人の共存移動空間からくつろぎ空間へ

社会的価値と経済的価値の向上

「2030事業計画」の全体像

成長戦略統括

2030事業計画

https://ssl4.eir-parts.net/doc/7282/ir_material_for_fiscal_ym8/158703/00.pdf
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■ 内外装部品にセーフティシステム・
　イルミ製品を組み合わせ、
　BEVらしい新機能を提供

■ これまでさまざまな種類の
　エアバッグを提供することで
   交通死亡事故の低減に貢献

■ BEVや自動運転車の普及に
　合わせ、今後は高度な
　乗員保護製品を開発・提供

■ さらに高分子の技術でクルマの
　デザインやつくりを刷新し、
　新しいモビリティを実現

■ 高分子材料の知見（配合、練り）を
　活かして、高機能材料の開発と
　リサイクルに注力

■ 自社での使用だけでなく
社外販売を行い、幅広く脱炭素と
循環型社会の実現に貢献
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当社が提供する価値

芦森工業との協業深化
シートベルトとエアバッグのシステム提案
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BEVに
安心・安全を提供

2030年度
エアバッグ生産個数
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1.5倍

移動する全ての人に
安心・安全を提供

多様な乗員に
安心・安全を提供

2030年度
BEV関連
売上収益比率

40％
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構造・
つくりの革新
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高分子の技術を活かし
モビリティの進化に貢献
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BEVらしさの演出

他のメーカーとの
連携を強化
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他車・歩行者との
コミュニケーション

自動運転中の
居住空間づくり

カーメーカー
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リサイクル企業
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協業/
アライアンス
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成長分野

セーフティ
システム製品

新事業・新製品
（水素タンク、材料リサイクル）

BEVや多様な乗員に
安心・安全を提供

BEV専用
製品 脱炭素

燃料系部品

ウェザストリップ
製品

移動中の
居住空間を
快適に
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内外装部品

੒௕ઓུ౷ׅ

TOYODA GOSEI REPORT 2024 3938

豊田合成に͍ͭͯ Ձ஋創଄ストーリー Ձ஋૑଄ͷઓུ Ձ஋創଄Λ支͑Δ基൫ データ
๛ా߹੒ͷ੒௕ઓུ

����೥ۀࣄ�ϙーτϑΥϦΦͷΠϝーδ（ԁの໘ੵ͸ച্規໛）

　社会తՁ஋ͱ経済తՁ஋Λ྆立ͤ͞Δ成長෼野΁の、
リソーセスシフトΛ促進͠·͢ɻ当社の現ࡏの主力੡඼͸、

セーフテΟシステϜ੡඼、಺外૷部඼、機能部඼、ウェザス
トリップ੡඼の4෼野Ͱ͢ɻ͜ ΕΒ事業の構଄վֵΛਪ進
͠な͕Β、より社会の҆৺・̓ 全΍շదの্޲にݙߩͰ͖
Δよ͏事業領域Λシフト・֦ 大͍͖ͯ͠·͢ɻ͞ Βに、ਫૉタ
ンク΍材料リサイクルなͲ新事業・新੡඼Λ開発͠、୤୸ૉ

に΋͖͍ͯ͠ݙߩ·͢ɻ事業ポートフΥリΦの૊Έ͑׵に͋
ͨͬͯ͸、T(�ROIC˞1の管理Λಋ入͠஍域΍事業ͦΕͧ
ΕにԠͨ͡ޮ཰తな投資Λ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ

環͘ר当社Λ取り、ࡏ画のެ表͔Β1年͕経աͨ͠現ܭ　
境に͍ͭͯ͸、
・֤ 国のอ護主ٛతな௨঎政ࡦ΍த東΍ロシア・ウクライ
ナのฆ૪のܧଓなͲ஍政学リスク͸ґવͱͯ͠ 高͍
・த国Ͱの日ܥカーϝーカーのۤઓ、த資ܥカーϝーカー
のグローバルͰの༂進
・#E7化のྲྀΕ͕ݮ଎ɻカーϝーカーの#E7Ұล౗のํ޲
ੑ͕変化͠多༷なパϫートレインのબ୒ࢶΛྲྀ͢࢒Ε΁
なͲの変化Λೝࣝͯ͠ ͓り·͢ɻ

　2030事業ܭ画Ͱ͍ͯ͛ܝΔ事業ポートフΥリΦの૊Έ

࣠、ऑ͸͋Δ΋ののڧに͍ͭͯ͸、஍域ؒͰの͑׵ ͱなΔ
の変更͸ご͍͟·ͤΜɻํ͑ߟ
　ʮ҆৺・̓ 全」΁のݙߩͱͯ͠͸、インドͰのセーフテΟシ
ステϜのൢച֦大に͚ͯ޲テクニカルセンターΛ設立͢Δ
なͲ開発ମ制のڧ化Λ進Ί·ͨ͠ɻ生産໘に͍ͭͯ΋生産
能力のڧ化͚ͩͰな͘部材ௐୡの現஍化ΛਤりʮMaLe	in	
InEia」Λ進Ίͯ·͍り·ͨ͠ɻ· ʮͨշద」΁のݙߩͱͯ͠、
๺ถͰの಺外૷部඼の生産能力のڧ化Λ進Ί͓ͯり·͢ɻ
Ճ͑ͯ、事業ポートフΥリΦの૊Έ͑׵ΛՃ଎ͤ͞ΔͨΊ
のઓུతなアライアンスͱͯ͠、Ἑ৿工業株式会社΁の出
資ൺ཰ΛҾ্͖͛྆社のఏ携Λよりݻڧな΋のͱ͠·͠
ͨɻἙ৿工業株式会社の主力੡඼Ͱ͋Δシートϕルトͱ当
社のエアバッグͱの૊Έ合Θͤにより、セーフテΟシステϜ
事業Λ成長͍͖ͤͯ͞·͢ɻ·ͨ、ෆࢉ࠾事業の見௚͠ͱ͠
͔ͯͶͯより進Ί͍ͯͨӳ国事業のクロージングΛ׬਱͍
ͨ͠·ͨ͠ɻҾ͖ଓ͖2030事業ܭ画Λண࣮にਪ進͠、豊田
合成の企業Ձ஋্޲に౒Ί·͢ɻ

成௕に向けた事業ポートϑΥϦΦの
組み׵え

「2030事業計画」の進௙ঢ়گ
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